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やっと分かった！
Biacoreメンテナンスの方法と意味、
トラブルシュートまで
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Agenda

1. メンテナンスキット

2. 日々のメンテナンス操作

～Biacore T200を例に

3. System check の見どころ

4. ヘンなセンサーグラムが出た… 「装置の異常？」

トラブルシュート編

5. まとめ
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• メンテナンスの方法はこれで正しいかな？
• なんか装置の調子がヘンだぞ？
• 同じサンプルなのに前と結果が違う！



Cytiva

1
メンテナンスキット
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Maintenance Kit と保守の違い
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Maintenance Kitの役割

• 日々のメンテナンス

• 得られるデータの信頼性の担保

• Desorb、Desorb & Sanitize、System check

• 装置を長く安心してご利用いただくために

保守：日々のメンテナンスでは対応できないところ

• 保守＝「保証」＋ 「点検」

保証 • 基本的に全て保証

点検

• 流路（IFC）交換
• Pneumatic test
• システムチェック
• ノーマライズ
• シリンジポンプ清掃
• オートサンプラー部清掃
• オートサンプラーキャリブレーション
• チップインサーションキャリブレーション
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Maintenance Kit (1)
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意義と基本構成

• 装置の洗浄やシステムチェックに必須のキット

【注意！】次亜塩素酸ナトリウム溶液は各自でご用意ください

• 装置内を滅菌するために使用

• BIAdisinfectant solution（次亜塩素酸ナトリウム
溶液）は現在のキットには付属されていない基本構成

洗浄用：
Maintenance Chip
Desorb solution 1: 0.5% SDS
Desorb solution 2: 50mM glycine-NaOH, pH9.5

システムチェック用：
Test solution: Sucrose

校正用：
Normalizing solution: Glycerol

用意する次亜塩素酸ナトリウムについて

• 特にメーカーや製品の指定はございません

• 大体10%程度の濃度で販売されていますが、

終濃度0.6-1.0%に要時調製してご利用ください

• 紫外線、光、温度によって有効塩素の分解が

進行するため、作り置きしないでください

• 大体1年ほどで滅菌効果がなくなりますので

使用期限に注意して保管してください
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Maintenance Kit (2)
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システムごとに構成が異なるので注意

System Product Code
BIAtest solution BIAnormalizing solution BIAdesorb solution 1

BIAdesorb solution 2
Buffer Sensor Chip

Volume Contents Volume Contents

X100, 3000
BIAmaintenance Kit 29394521 65mL

15% (w/w)sucrose
in HBS-EP buffer

30mL 40% (w/w) glycerol
それぞれ 90mL なし Maintenance

X,J 30mL 70% (w/w) glycerol

4000, T/S Biacore Maintenance Kit, type 2 29394519 65mL
15% (w/w)sucrose

in HBS-N buffer
with 3.4 mM EDTA

90mL 70% (w/w) glycerol それぞれ 2x 95mL
HBS-N
50 mL

Series S
Maintenance

8K Biacore Maintenance Kit, type 3 29229054 65mL
15% (w/w)sucrose
in HBS-EP buffer

90mL 70% (w/w) glycerol それぞれ 2x 500mL なし
Series S

Maintenance

Desorb Kit (BR100823)
• Desorb solution 1, 500mL
• Desorb solution 2, 500mL

Series S Maintenance chip (BR100562)

• HBS-N 10X (BR100828), 4* 50 mL
• HBS-N 10X (BR100670), 1000 mL
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Maintenance Kit (3) - Maintenance chipについて
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金膜の付いていないガラス基板… レスポンスは出てこない！

• Desorb, Desorb & Sanitize においては、使用済み金膜チップで実施し
て構わない（ただし再利用はできなくなる）が、再利用したい場合はメ
ンテナンスチップに入れ替える

• 室温保存で問題ないが埃が付着しないように

• 湿らせたキムワイプなどでガラス面両面ともしっかりと拭きとってから Dock

• 汚れが目立つようになったら交換
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（参考）センサーチップを Dock するときは
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どんなときでもシートを取り出して汚れやホコリを確認する

• 目視でホコリなどがないことを必ず確認：

➢オプトインターフェースにホコリを持ち込むリスク

➢新品でも確認

• wet 再利用時：

➢ガラス面はキムワイプなどで完全に拭き取り

➢固定化面（凹）は四隅から吸い取る

カートリッジへの挿入（Sensor chip series S）

• クワガタが前、ガラス面が印字面

• 間違った方向には挿入できない

• カチッと音がするまで押し込む
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（参考）ボトルとボトルキャップ
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弊社から販売しています

• ボトルは 45 口径のガラスボトルを推奨

• ボトルキャップも定期的に洗浄

• チューブの先端が底にあることを確認
28935905 Cap W Cpl 28935906 Cap 4x3,2 Cpl

28935907 Cap 3,2 Cpl 11000410 SCREW LID GL45 KIT

製品 コード番号

Bottle 250 ml BR100480

Bottle 500 ml BR100092

Bottle 1000 ml 29229054

Bottle 2000 ml BR100488

Cap W Cpl 28935905

Cap 4x3,2 Cpl 28935906

Cap 3,2 Cpl 28935907

SCREW LID GL45 KIT 11000410
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2
日々のメンテナンス操作
～Biacore T200を例に
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Biacore T200の装置構成
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Desorb

14

目的と頻度

流路の洗浄。

Weeklyまたは毎測定後に実施。

操作

1. バイアルから Desorb solution 1を添加

2. バイアルから Desorb solution 2 を添加

3. Prime 3回、あるいは Standbyで 3-4時間～7日

注意点

• Desorb solution 1 (SDS)は低温で析出するので室温保存

• 洗浄するときは25℃

7日以内に使用するなら

1. 使用したいチップに入れ替える

2. ランニング緩衝液や超純水を新しくして測定開始

7日以上使用しないなら

1. 超純水で Prime（乾燥すると塩が析出するため）

2. チップを取り出して電源オフ
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（補足）Desorbをランニング緩衝液で可能になったことのメリット
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大きな変更点

• 測定終了後そのままDesorbの操作に移れるため、チップの入れ替え
や超純水での Primeがなくなり、手間が減りました。

• Biacore 8Ksでしたら Activity queueにそのまま Desorbを仕込むことが
可能となり、ますます使い勝手が良くなっています。

• もちろん、これまでのようにメンテナンスチップ入れ替え→超純水で
Primeしてから Desorbを実施していただくことも構いません。

• 7日以内に使用する予定の有無で超純水 Primeを実施するか決める

• この次にご案内する Desorb & Sanitizeでも、チップを変更せず、いきな
りチューブから Desorb solution 1を吸い上げて構いません。
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Desorb & Sanitize
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目的と頻度

チューブごと洗浄。さらに次亜塩素酸ナトリウムで滅菌。

装置を使用した月末に実施（未使用の月末は実施不要）。

操作

1. 左右ボトルにセットしたDesorb solution 1 を添加

2. 左右ボトルにセットしたDesorb solution 2 を添加

3. 左右ボトルにセットした次亜塩素酸ナトリウムを添加

4. 左右ボトルにセットした超純水を添加

5. 緩衝液でPrime 3回、あるいはStandby で3-4時間～7日

注意点

• 使用していなくとも ABCD チューブ全て洗浄
（T200 v3.2 以降は選択制）

• Tris や Hepesなどの緩衝液で流路に残存する次亜塩素酸
ナトリウムを除去（特に Sensor chip SA）

7日以内に使用するなら

1. 使用したいチップに入れ替える

2. ランニング緩衝液や超純水を新しくして測定開始

7日以上使用しないなら

1. 超純水で Prime（乾燥すると塩が析出するため）

2. チップを取り出して電源オフ



Cytiva

Desorb & Sanitize
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目的と頻度

チューブごと洗浄。さらに次亜塩素酸ナトリウムで滅菌。

装置を使用した月末に実施（未使用の月末は実施不要）。

操作

1. 左右ボトルにセットしたDesorb solution 1 を添加

2. 左右ボトルにセットしたDesorb solution 2 を添加

3. 左右ボトルにセットした次亜塩素酸ナトリウムを添加

4. 左右ボトルにセットした超純水を添加

5. 緩衝液でPrime 3回、あるいはStandby で3-4時間～7日

注意点

• 使用していなくとも ABCD チューブ全て洗浄
（T200 v3.2 以降は選択制）

• Tris や Hepesなどの緩衝液で流路に残存する次亜塩素酸
ナトリウムを除去（特に Sensor chip SA）

7日以内に使用するなら

1. 使用したいチップに入れ替える

2. ランニング緩衝液や超純水を新しくして測定開始

7日以上使用しないなら

1. 超純水で Prime（乾燥すると塩が析出するため）

2. チップを取り出して電源オフ
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Superclean※T100, T200, S200, X100
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強力な洗浄効果を持つプログラム

• 定期的なメンテナンスを実施していてもシステムの調子が思わしくない
（システムチェックが Failする）場合に実施

タンパク質使用時

• 50℃超純水

• 1%酢酸

• 0.2M 重炭酸ナトリウム

• 6M グアニジン塩酸

• 10mM HCl

低分子化合物使用時

• 50℃超純水

• 1%酢酸

• 0.2M 重炭酸ナトリウム

• 50% DMSO

• 10mM HCl
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Normalizeはいつ行う？
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基本的には実施しなくてよい

• 個々のセンサーチップの僅かな違いを補正するために検出器のレスポン
スを調整

• ベストパフォーマンスを得るためには新しいチップを利用するごとに実施

• Normalizing solution（70%グリセロール）を用いる

• 固定化前や固定化直後に実施

• 事実上ほとんど変化がないことが多いので実施しなくてよい
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Shutdown
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完全な水抜き

• 通常であれば、装置は Desorb & Sanitize実施後はセンサーチップを
抜いて電源を落とせばよい

• 2週間以上装置を使用しないことが確定した場合にDesorb& 
Sanitize後に実施（20分ほど）

• 水→ 70%エタノールを流路に流し、完全に液体が除かれる

• 最後にペリスタポンプのクランプを開放（再使用時注意）

• Shutdownしていれば Desorb や Desorb & Sanitizeは不要
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3
System checkの見どころ
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System checkで何がわかる？
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Test solution（Sucrose）を添加する

• 既定のレスポンスが得られるか？

• 溶液の注入や停止のタイミングは正しいか？

• ノイズレベルは許容範囲か？

注意点

• Desorb & Sanitize後に実施

• 新品の CM5チップを使用だが使いまわしはしない（測定には使用可能）

• ランニング緩衝液は HBS系統（システムにより-EP か –Nか異なる）

• 定期的に（少なくとも半年に1回）実施
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Reagent pumps
Liquid supply blockに正しい溶液が来ているか？
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HBS-EP+や-Nなどの
ランニング緩衝液

Liquid supply block
からの超純水添加

Liquid supply block
からのランニング緩衝液添加

Liquid supply block

• ずっと超純水やランニング緩衝液が溢れている

• 目視で汚れているなら拭き取る
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Merged injection
流路内で 2種類の溶液が正しくマージされているか？（限定的）
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HBS-EP+や-Nなどの
ランニング緩衝液

バイアルにセットした test solution と
Liquid supply blockのランニング緩衝液を
流路内でマージして添加①

マージ割合を変えてもう一回添加②

マージの機能はいつ使う？

• Immunogenicity（免疫原性試験）

• 使わない場合は実施しなくてよい

• 実施しない場合、チェックボックスを外す
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Mixing
空のバイアルに 2種類の溶液を正しく混合できているか？
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ミキシングの機能はいつ使う？

• Amine couplingの EDC/NHS混合時など
HBS-EP+や-Nなどの
ランニング緩衝液

バイアルにセットした test solution と
Liquid supply blockのランニング緩衝液を
空のバイアルで 1:1ミックスして添加 x2

ミックスせずそのまま添加
=レスポンス高がほぼ倍
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Refractometer
各 Fcで既定のレスポンスが出ているか？またバラつきは許容範囲内か？
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HBS-EP+や-Nなどの
ランニング緩衝液

バイアルにセットした test solutionを
全 Fcに添加
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Injections
各 Fcでレスポンスは速やかに立ち上がる/落ちるか？ Fc間でLeakageはないか？

27

Dual injection

1液を添加した後、ランニング緩衝液による

washを挟まずに2液目を連続添加する添加方法
HBS-EP+や-Nなどの
ランニング緩衝液

バイアルにセットした
test solutionを
各 Fcに添加

バイアルにセットした
test solutionを
Fc 3-4, 1-2-3-4, 1-2に添加

最後に Fc 3-4にのみ
Dual injection機能を用いて
ランニング緩衝液→超純水添加



Cytiva

Noise
ショートタームおよびロングタームのノイズをチェック
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その他の見どころ

• コンプレッサーが動いていたら空気漏れの疑い

• コンプレッサーの動作は黒い三角形で確認
（Event marker といいます）HBS-EP+や-Nなどの

ランニング緩衝液
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Buffer selector
A,B,C,Dチューブの切り替えがうまくいっているか
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Aチューブ：Buffer
B,C,Dチューブ：超純水

A→B、A→C、A→Dと切り替えて
レスポンスが低下すれば良い
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4
ヘンなセンサーグラムが出た…
「装置の異常？」

トラブルシュート編
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装置を正しく

使用しているか

System 
check

測定条件

サンプル物性

(case by case)

• 決められた洗浄操作を実施しても異常か？

• バイアルやプレートにはキャップやフォイル、セプタを使用しているか？

• ランニング緩衝液は新しいか？

• ニードルや Liquid supply blockは汚れていないか？

• PASSしているか？→ Failなら連絡！

• 妙な挙動はないか？

• バッファー添加の系でも挙動がヘンか？

• リガンドの固定化にかかわる試薬の使用期限は？
（EDC、NHS）

• 新品のチップ：Conditioningは実施済みか？

• リユースチップ：テストサンプルで前回と同じ結果が得ら
れているか？

• リガンドやアナライト：凍結融解を繰り返していなか？
時間経過で物性変化していないか？
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【典型例①】センサーグラムが逆向き
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Reference cell のレスポンスを確認しましょう

• Reference cellに非特異的結合がある場合、正しい解析ができません！
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【補足】（高分子の）非特異的結合
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確認方法 原因と対策 溶液効果と異形

Ref cellでアナライト添加後にベース
ラインが上昇していないこと

• Act cellで同様の非特異的結合が発
生していることの証明は困難なので差
し引きできない

• Ref cellには非特異的結合せず、Act
cellのリガンド（およびキャプチャー分
子）そのものに対して非特異的結合
するサンプルもあるが、飽和するかどうか
が判断のポイントになる

• 一般的に非特異的結合はアナライト
濃度が上がっても飽和しない

• 塩(~2M NaCl)で戻るならば静電的な
結合の可能性高い→Blank blocking, 
CM4

• 酸、アルカリ溶液、界面活性剤で戻る
ならば疎水的結合やデキストランに対
して結合している可能性が高い→界面
活性剤変更, CM3 (C1, PEG)

• ランニング緩衝液の組成を見直す

• 夾雑物は除去か NSB Reducer

（Ref cellに）各種試薬を
添加して確認する

• グリセロールが入っている場合など大き
な溶液効果が見られることがある

• 結合相と解離相で分子の拡散速度が
変わるため ka, kd算出の信頼性が低
下する

• Ref cell と Act cellで同じ溶液効果が
出ているとも限らない

→溶液置換する

• ガタつき→不溶性、単分散していない、
大粒子

• レスポンス低下→単分散していない
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【典型例②】センサーグラムががたつく
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ランニング緩衝液やサンプルの品質を確認しましょう

• ランニング緩衝液中に浮遊物はありませんか？（要時調製！）

• 溶解性の悪いサンプルではありませんか？（ソニケーターもあり）

• こういったセンサーグラムが出た後は Desorb & Sanitizeを実施しましょう

添加中にジャンプ：不溶物が通過 ガタガタ：システム全体が不溶物でコンタミ 添加中に低下：不溶物が表面から脱落
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【典型例③】ランニング緩衝液を添加しているだけでセンサーグラムが
Wavyになる
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界面活性剤かコンタミが原因かもしれません

• ランニング緩衝液が界面活性剤を含まない：添加を推奨

• 流路に残存していた界面活性剤が剥離

• 添加したくないなら Desorb & Sanitize 後にその緩衝液で一晩スタンバイ

• バイアルやプレートにはキャップ（セプタ）をする

• プレートは pooling設定するならセプタ必須（not foil）
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まとめ
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ヘンなセンサーグラムが見られる場合の典型例

System checkは何を確認しているか

Desorb, Desorb & Sanitizeの目的、頻度、操作、注意点

装置洗浄の際は使用済みチップあるいはMaintenance chipを使用

正しい測定

装置や試薬に問題がなさそうならバイオダイレクトラインへ！（ tech-jp@cytiva.com）

メンテナンスキットの構成、保守が何をサポートするか

mailto:tech-jp@cytiva.com


Thank you
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【お問合せ先】

グローバルライフサイエンステクノロジーズジャパン株式会社

バイオダイレクトライン 内線＃2をご選択ください

TEL: 03-5331-9336 / FAX: 03-5331-9370
e-mail: Tech-JP@cytiva.com

www.cytivalifesciences.co.jp

本資料の使用については、お客様施設内での使用に限ります。他社への転送、譲渡等は禁じます。本資料の著作権その他の知的財産権は、グローバルライフサイエンステクノロジーズジャパン株式会社に帰属しま
す。無断転載、無断コピー、改ざん、二次利用を禁じます。
掲載されている価格は2021年4月現在の希望小売価格です（消費税は含まれておりません）。希望小売価格は単なる参考価格であり、弊社販売代理店が自主的に設定する販売価格を何ら拘束するもので
はありません。掲載されている製品は試験研究用以外には使用しないでください。掲載されている内容は予告なく変更される場合がありますのであらかじめご了承ください。掲載されている社名や製品名は、各社の
商標または登録商標です。お問合せに際してお客さまよりいただいた情報は、お客さまへの回答、弊社サービスの向上、弊社からのご連絡のために利用させていただく場合があります。
弊社は、資料の掲載内容の正確性を記すべく、情報を随時更新しておりますが全ての情報が最新であることを保証するものではありません。
したがいまして、当資料上の掲載内容に誤りがあった場合でも弊社は責任を負いかねます。
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【補足】Desorb & Sanitize と SAチップ
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Wash Buffer Tubingが有効

• Desorb & Sanitizeの後、次亜塩素酸ナトリウム溶液は流路に残留します。残留成分はストレプトアビジンと反応してしまい、ビオ

チン標識サンプルの固定化量を減少させてしまいます。

• これは超純水では次亜塩素酸ナトリウムの活性を抑制できません。緩衝液を流すことで抑制させます。

• しかし緩衝液はAチューブしか流れません。T200 v3.2以前のシステムでは、Desorb & SanitizeではB,C,Dチューブ全てに次亜塩素

酸ナトリウム溶液が流れてしまいますので、例えばBチューブなら右図の部分が緩衝液が流れていないことになります（C,Dも同

様）。なお、T200 v3.2以降はAチューブだけ洗浄するというプログラムが選べるようになっています。

• しばらく時間が経てば次亜塩素酸ナトリウムは有効塩素が分解されるためあまり問題になりませんが、「Desorb & Sanitizeを実施

した直後に、SAチップをドックし、B,C,Dチューブを使ってビオチン標識サンプルを固定化する」という条件においてトラブルが報告され

ています。

• Prime操作はAチューブのみの対応であり、PrimeではB,C,Dチューブだけにランニング緩衝液を流すことはできません。

• そこでWash buffer tubingというコマンドがありますので、SAチップを挿入する前に、メンテナンスチップにてこちらをご利用いただくこと

で解決いたします。
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